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１．お金 ２．時間 ３．安全・安心
必要条件

観光地
A

観光地
B

観光地
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観光地D

観光地E

４．魅力発信、向上
ウィズコロナ、アフターコロナ時代 「観光行動を促す」ための視点



お金 時間 安全・安心
必要条件

１．お金

Go to キャンペーン（8月上旬開始？）
2020年6月16日現在

自治体等独自のキャンペーン



出所：観光庁資料



参考 ふっこう割
予算規模 対象 内容

19年台風19号 24.5億円 東日本14の都県 １泊最大5千円

18年胆振東部地震 81億円 北海道 1泊最大2万円

18年西日本豪雨 31億円 被災13府県 １泊最大6千円

16年熊本地震 180億円 九州全域 最大70％オフ



出所：観光庁資料



出所：東洋経済ONLINE「最新旅行トレンド『九州ふっこう割』の舞台
裏」https://toyokeizai.net/articles/-/126153 2020.6.22確認

https://toyokeizai.net/articles/-/126153


最もお得な「旅」
旅行代金の全体

￥40,000/泊・人

支援額（￥20,000)

①旅行代金割引
￥14,000

②地域共通クーポン
￥6,000

①旅行代金自己負担額
￥14,000

②地域共通クーポン
自己負担額
￥6,000

7割 3割

5割

5割

￥28,000/泊・人 ￥12,000/泊・人



ターゲット
近隣居住者

ターゲット
遠方居住者

出所：観光庁資料



出所：松下哲明「熊本地震における復興支援策『ふっこう割』が観光客の回復
過程に及ぼした影響』」，土木学会論文集D3, Vol.75,No.1,pp1-10,2019

反動には注意。
魅力を伝えることができれば、
従来のトレンドは維持できる。



参考 東北６県における独自の観光促進策より

✓市町村レベルでの動きが活発なのは、岩手県内。
✓宮城県だけが、宿泊施設を広く対象とした観光促進策
を打ち出していない。
✓対象は、県内、市町村内などの限定が多い。
ただし、前売りタイプでは、対象の限定がない。
✓対象の拡大を検討する自治体も有。
✓県のキャンペーンに上乗せしたキャンペーンを実施す
る自治体も出てきている（キャンペーン合戦？）



✓各自治体が実施するキャンペーンの対象が県内、東北圏域内に
拡大される可能性は十分に考えられる。

✓Go To キャンペーン実施後も、併用する形でのキャンペーンを
実施してくる自治体もあるのではないか。競争激化の恐れ。
（割引キャンペーン合戦は消耗戦になるので避けたいところ。）
（地域内の資源の利活用で魅力をアピールしたい。）

✓Go To キャンペーンを最大限に生かす方法を検討すべき。
商品の価格帯
対象：宿泊+交通、宿泊のみ、

宿泊+地域飲食



２．時間

休日の確保

空白時間の活用

移動時間を見直す



✓ファミリー層（小中高校生）
キッズウィークの検討
家族「旅」休暇の検討
学びの旅で学びを代替

✓ファミリー層以外 有給休暇取
得の促進、インセンティブ付与
事業者向けの支援、福利厚生とし
て Go To キャンペーンなどの
促進策を提供
✓分散 修学旅行

出所：令和元年度 観光白書



ナイトタイムのアクティビティの充実

出所：観光庁資料



移動時間が楽しくなる仕掛けも必要

500円以上の花を購入すれば無料

スムーズ化

出所：河北新報ONLINEニュース「電車でFight!フラワー長井線でプロレス」
https://www.kahoku.co.jp/tohokunews/201909/20190924_53026.html2020.6.22確認

https://www.kahoku.co.jp/tohokunews/201909/20190924_53026.html


出所：産経WEST「サイクルトレイン運行開始 ＪＲ和歌山線 電車に乗ってサイクリング」を
https://www.sankei.com/west/news/171105/wst1711050026-n1.html 2020.6.22確認

https://www.sankei.com/west/news/171105/wst1711050026-n1.html


✓旅行するためには時間の確保が大事。
✓地域独自の休日取得推進、休日の分散化等、検討する必要がある。
✓空白時間を活用するためにも、ナイトタイムのアクティビティの
充実を図りたい。日帰り観光としてGoToキャンペーンの対象とな
れば、利用を促しやすい。
✓移動時間をどうするかは検討する必要がある。
利便性を向上させるのも大事だが、
移動自体を楽しくさせることも検討してみては。



３．安全・安心
見える化

予防と事後対応



出所：楽天トラベルHP「安全安心な旅を楽しもう」
https://travel.rakuten.co.jp/special/secure-travel/2020.6.22確認

出所：観光経済新聞「アソビュー、『新型コロナウイルス感染対策（三密対策）実施済
み』表示機能をリリース」https://www.kankokeizai.com/ 2020．6.23確認

https://travel.rakuten.co.jp/special/secure-travel/
https://www.kankokeizai.com/


✓個々の取り組みでは伝わりにくいことも。
✓地域で連携しながら取り組み、情報「量」を束ねて
発信すべきでは。
✓事後対応についても検討の余地あり。



1.お金 2.時間 3.安全・安心
必要条件

観光地
A

観光地
B

観光地
C

４．魅力発信、向上

オンライン体験
ツアー



出所：ゲストハウス総合マガジン https://www.footprints-note.com/topics/5838/
2020.6.22確認

https://www.footprints-note.com/topics/5838/


出所：しまね観光ナビhttps://www.kankou-shimane.com/news/24786.html
2020.6.22確認

https://www.kankou-shimane.com/news/24786.html


送り主とお話タイム

出所：旅するおうち時間 https://hometime-to-travel.studio.design/l
2020.6.22確認

https://hometime-to-travel.studio.design/
https://www.kankou-shimane.com/news/24786.html


出所：JTB総合研究所「新型コロナウイルス感染拡大による暮らしや心の変化および旅行再開に向けての意識調査（２０２０）」



オンライン体験ツアー
✓オンライン体験ツアーだけでは、利益を確保するのは難しい
✓プロモーションとしての位置づけ「未来のお客様」

Why KUMANO  ワンドリンク付千円
✓広く、簡単にプロモーションできる
✓リアル観光弱者にも提供可能
✓物販PRの「場」として機能

あえるたび合同会社 特産品を購入してもらうことが条件
✓（予約者を対象に）旅前からの「交流」を提供できる可能性

「ようやくお会いできましたね。」 信頼関係の構築 リピーター
✓オンライン、リアル、オンラインという体験を提供→リピーターの確保



✓魅力の発信について、オンラインのコンテンツを充実させることは
必須と捉えている。
✓オンラインとリアルコンテンツを合わせたビジネスモデルをどのよ
うに確立していけるかがポイントとなる。
✓オンラインでも「モノ」はリアルに届けることができる。「モノ」
を通して、地域の魅力を発信していくことができれば。
✓理想は、オンラインは「密」リアルは「適疎」になるのでは。
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